
5) 中川尚史,杉帥秀軌 松原幹,早川祥子,藤田志歩,

鈴木滋,下岡ゆき子,四川真理 (2007)ヤクシマザ
ルにおけるオスの交Ii戦術:交尾パタンの分析から.

日本仰乳籾学会2007年度大会 (2007/09,東京都府
中).

6) 中川尚丸 杉州秀樹,松原幹,早川祥子,藤田志歩,

鈴木池,下岡ゆき子,四川真理 (2007)ヤクシマザ
ルにおける性交渉パタンの多様性 (第1報).第23

回日本忠良粁学会大会 (2007/07,彦根).
7)鈴木5-L一札 川合伸幸,杉浦秀fGt,柴崎全弘,友永雅
己,室山泰之.(2007)行動に随伴した嫌悪刺激の呈
示によるニホンザルの行動制御.野生生物保護学

会邦 13回大会 (2007/ll,流山).
8)藤田志歩,杉浦秀樹,清水慶子 (2008)野生ニホン
ザルの交尾行動-メスの配偶者選択とオス閉校合

一.日本生態学会第55回全国大会 (2008/03,福岡).
9)杉浦秀樹,下岡ゆき子,辻大和 (2008)ニホンザル
の群れの空間的な広がりとその変化.日本生態学

会第55回全国大会 (2008/03,福岡).

諦演

1) 古市剛史 (2007)猿人類ボノボの観察からみる
性の進化,ヒトの進化.リコー三愛会.

2)半谷吾郎 (2007)サルと暮らした自然の森-わたし
の霊長類野外研究-.第3回′ニホンザル 公開連続

講座:第23回日本霊長類学会大会プレ企画
(2007/06).
3)半谷吾郎 (2008)働く人の話を聴く会.犬山市立城
東中学校 (2008/03,犬山).
4)杉浦秀樹 (2007)ニホンザルの"会話''京都大学霊
長類研究所東京公開講座.

行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 (教授),友永雅己 (准教授),田中正之 (助教)

落合 (大平)知美,井上紗奈,大橋岳,野上悦子 (教務

補佐員),高島友子,堀鈴香,伊藤康世 (技術補佐員),

打越万喜子,伊村知子 (日本学術振興会特別研究員),

LauraMartinez,山本真也,佐藤義明,小倉匡俊,狩野文

浩,兼子峰明,ChristopherMartin(大学院生)

<研究概要>

A)チンパンジーの比較認知発達研究

松沢哲郎,友永雅己,田中正之,林美里 (比較認知発達

(ベネッセコーポレーション)研究部門),堺田積 (形態

進化分野),三上章允 (行動発現分野),西村剛 (系統発

生分野),南雲純治 (認知学習分野),流山節,松林清明,

鈴木樹理,宮部缶子,熊崎清則,前田典彦,加藤朗野,

兼子明久,西脇弘樹,渡辺祥平 (以上､人琉進化モデル

研究センター),井上紗筑 野上悦子.持合 (大平)知美,

山本真也,高島友子,堀鈴香,伊藤焼岨 森口祐介 (京

都大),赤木和重 (三重大),群fl_*荘矢 (東京芸大)
1群 14個体のチンパンジーのうち,特に6-7歳になる

子ども3個体を対象として,比較発達研兜を総合的にお

こなった.認知機能の解析として,コンピュータ課舷や
対象操作課題など各種認知孤舷においてチンパンジー

のおとな個体や,ヒト幼児との比較検討をおこなった.

また,定期的に脳や身体各部の計測もおこなっている.

B)チンパンジーの知覚 ･認知偶力の比較吉昏知科学的研
究

松沢哲郎,友永雅己,田中正之,南雲純治,伊村知子,

LauraMartinez,狩野文浩,兼子峰明,井上紗奈,市島友

千,堀鈴香,松滞正子 (昭和女大),村井千寿子 (玉川大),

小杉大輔 (静岡理工大),牛谷智- (千葉大),後藤和宏

(慶応大)

チンパンジーとヒトを対象に,認知 ･言語機能の比較

研究を継続しておこなった.主として,1個体のテスト

場面で,数系列学習,色と文字の対応,視線の認識,顔

の知覚,注意,パターン認識,視覚探索,絵画的奥行き

知覚,カテゴリー認識,物理的串象の認訊,視聴覚統合,

情動認知,運動学習などの研究をおこなった.この一部

は以下の研究者との共同研究である.

C)チンパンジー ･コミュニティにおける知陀 ･技術の
社会的伝播

松沢哲郎,友永雅己,林英弘,佐藤義明

チンパンジー母子3組を中心とする1群 14個体の飼

育下コミュニティを対象として,屋外運動場に設けた

｢ドーム｣と呼ぶ屋外用テストブースで,道具の製作と

使用 (小枝やつるでハチミツをつり出す行動)について

検討した.釣り場所を2か所に限定した競合場面で,3個
体以上が関与する社会的相互交渉について実験的研究

をおこなった.

D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異と森林再
生
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松沢哲郎,林美里,大橋岳,christopherMartin,山越言

(京都大),牛田一成 (京都府大),長谷川亮(ハイ トカルチ

ャ),TatyanaHumle(ウィスコンシン大),DoraBiro(オッ

クスフォード大),claudiaSousa(リスボン新大),Katelijne

Koops(ケンブリッジ大),KimHockings(スターリング

大),susanacaⅣalho(コインプラ大),NicolasGranier(リ

ュージュ大),MakanKourouma(IREB),TambaTagbino
(DNRST)
西アフリカ ･ギニアのポッソクと,東隣のニンバ山,

西隣のディェケの森,南隣のリベリア領内で,野生チン

パンジーの行動と生態を調査し,記録の解析をおこな

った.また,｢緑の回廊｣と呼ぶ森林再生研究を試み,幼
木を守る-キサチューブ (ポリプロピレン製の筒)の設
置を継続した.これらは以下の研究者との共同研究で

ある.

E)飼育霊長類の環境エンリッチメント

友永雅己,田中正之,松沢哲郎,′J､倉匡俊,鈴木樹理,

熊崎消則,前田典彦,渡辺祥平,落合 (大平)知美,川上

清文 (聖心女子大),山梨裕美 (京都大学)
動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関する

研究をおこなった.3次元構築物の導入や植樹の効果の

評価,芳香刺激の呈示によるストレスの低減,個別飼育

個体に対する動画刺激提示の効果,認知課題遂行中の
チンパンジーの自己指向性行動とス トレスの関係など

の研究を行った.

F)各種盤長類の認知発達

友永雅己,田中正之,松沢哲郎,伊村知子,兼子峰明,

打越万祥子,藤田和生 (京都大),服部裕子 (京都大),漢

辺創太 (京都大),白井述,山口真美 (以上､中央大),村

井千知子 (玉川大)

アジルテナガザルの幼児,マカクザルの乳児,および

新世界ザル各種成体を対象に,種々の認知能力とその

発達について検討を行った

G)ヒトの子どもの認知発達
田中正之,林美里,井上紗奈
犬山市の心身障害児デイサービスセンター ｢こすもす

固｣で,自閉症,ダウン症,広汎性発達障害など非定型
発達児のコミュニケーション行動の発達について,参

与観察研究をおこなった.また,｢丸山子ども未来園｣に
おいて定型発達児における数字系列学習の研究を行っ

た.

H)チンパンジー2個体場面における社会的知性の研究

山本真也,christopherMartin,田中正之

チンパンジー2個体を対象とし,競合場面や協力場面

において,チンパンジーの行動が他者に影響されるか

どうかを検討した.チンパンジーが相手からの要求に

応じて協力的に振舞うことが明らかになった.また,2
つのモニターを通じて2個体に一連の課題をおこなわ

せると,チンパンジーは相手の行動を見て自分の行動

を調整した.これらの実験から,チンパンジーにおける

他者理解の一面が示された.

I)鯨類と大型類人猿の比較認知研究

友永雅己,村山美穂 (岐阜大学),今野章嗣,仁平義明

(東北大学),水野友有 (中部学院大学),斉藤豊,上野友

香,神田幸司,吉井誠,阿久根雄一郎,日立弘,内田至

(名古屋港水族館)

名古屋港水族館との共同研究として,鯨叛の認知研

究を進めている.とくに,鯨類における視覚認知,サイ

ンの理解,数の認識,気質の特性論的評価,ペルーガ乳

幼児の行動発達などを大型類人猿との比較研究として

進めている.

J)国内飼育の大型類人猿の情報ネットワークの構築

落合 (大平)知美,松沢哲郎,吉川泰弘 (東京大),長谷

川寿- (東京大),倉島治 (東京大)

国内で飼育されているゴリラ30個体,オランウータ

ン51個体,チンパンジー355個体について個体情報や家
系情報を集積し分析した.

<研究業績>

原著論文

1) HockingsK,HumleT,Anderson∫,BiroD,SousaC,
Ohashi,MatsuzawaT.(2007)Chimpanzeesshare
forbiddenfruit.PLoSONE2(9):e886.

2) ImuraT,TomonagaM,YagiA.(2008)Theeffectsof
linearperspectiveonrelativesizediscriminationin
chimpanzees(Pantroglodytes)andhumanS(Homo
sapiens).BehaviouralProcesses77:309-312.

3) InoueS,MatsuzawaT.(2007)Workingmemoryof
numeralsinchimpanzees.CurrentBiology17(23):
RIOO4-RIOO5.

4) KawakamiK,Takai-KawakamiK,TomonagaM,
Suzuki∫,KusakaT,OkaiT.(2007)Spontaneoussmile
andspontaneouslaugh:An intensivelongitudinalcase
study.InfantBehaviorandDevelopment30:1461152.

5) KoopsK,HumleT,SterckEH,MatsuzawaT.(2007)
Ground-nestingby山echimpanzeesoftheNimba
Mountains,Guinea:environmentallyorsocially

detemined?AmericanJoumalorPrimatology69(4):.
407-419.

6) MatsunoT,TomonagaM.(2007)Anadvantagefわr
concavitiesinshapeperceptionbychimpan2:eeS(Pan
lroglodytes).BehaviouralProcesses75:253-258.

7) MatsuzawaT.(2007)Comparativecognitive
development.DevelopmentalScience10(1):97-103.

8) NishimuraT･MikamiA･SuzukiJ･MatsTzawaT･(2007)
Developmentor也elaryngealairsacin
chimpanzees.Intemational.JoumalofPrimatology28:
483-492.

9) Okamoto-BarthS,TomonagaM,TanakaM,Matsuzawa

T･(2008)Developmentofusingexperimenter-given
cuesininfantchimpanzees:LongitudinalChangesln
behaviorandcognitivedevelopment.Developmental
Science11(1):98-108.

10) TanakaM.(2007)Developmentofvisualpreferenceof
chimpanzees(Pantroglodytes)forphotographsof
prlmateS'.effectofsocialexperience.Primates48:
303-309.

11) TanakaM.(2007)Recognitionorpictorial
representationsbychimpanzees(Pantroglodytes).
AnimalCognition10:169-179.

12) ThompsonME,JonesJH,PuseyAE,Brewer-Marsden
S,Goodall∫,MarsdenD,MatsuzawaT,NishidaT,
ReynoldsV,SugiyamaY,WranghamRW.(2007)
Agingandfertilitypattemsinwildchimpanzees
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provideinsightsintotheevolutionormenopause.
Cu汀entBiology17(24):2150-2156.

13) TomonagaM,ImuraT,MizunoY,TanakaM.(2007)
Gravitybiasinyoungandadultchimpanzees(Pan
trogloEIrtes):Testsw'ithmodifiedopaque-tubestask.
DevelopmentalScience10:410-420.

14) TomonagaM.(2007)Tschimpanzee(Pantroglo4vtes)
spatialattentionrenexivelytriggeredbythegazecue?
JoumalorComparativePsyc110logy121:156-170･

15) Tomonaga,M.(2008)Relativenumerosity
discriminationbychimpanzees(PanlrogloEly/es):
Evidencefわrapproximatenumericalrepresentations.
AnimalCognition11:43-57.

16) UchikoshiM,MatsuzawaT.(2007)Tootheruptionin
twoagilegibbons(HylobatesagL'lL'S).GibbonJouranI3:
66-73.

17) Uenis.hiG,FujitaS,OhashiG,KatoA,YamauchiS,
MatsuzawaT,UshidaK.(2007)Molecularanalysesor
theintestinalmicrobiotaofchimpanzeesin山ewildand
incaptivityAmericanJoumalorPrimatology69(4):
367-376.

18) UenoA,HirataS,FuwaK,Sugama-SekiK,Kusunoki
K,MatsudaG,FukushimaH,HirakiK,TomonagaM,
HasegawaT.(2008)ERPstostimulusdevianceinan
awakechimpanzee(Panroglo4ytes):Towardshominid
cognitiveneurosciences･PLoSONE3(1):e1412･
doi:10.1371/joumal.poれe.0001442.

総説

1) 友永雅己 (2007)ホミニツド認知科学の可能性 一
誰のための比較認知科学か-.生物科学 59(1):
32-41.

報告

1) CaⅣalhoS,SousaC,MatsuzawaT.(2007)New
nut-crackingsitesinDieckeForest,Guinea:An
overviewofthesurveys.PanAfricaNews14(1):1I-13.

2) GranierN,HuynenM,MatsuzawaT.(2007)
PreliminarysuⅣeysorchimpanzeesinGouelaareaand
DereForest,theNimbaMountainBiosphereReseⅣe,
RepublicofGuinea.PanAfricaNews14(2):20122･

3) MatsuzawaT.(2007)Assessmentoftheplantedtreesin
GreenCorridorProject.PanAfricaNews14(2):27-29.

4) Ohashia(2007)Papayafruitsharinginwild
AchimpanzeesatBossou,Guinea.PanAfricaNews
14(1):14-16.

才香 (単著)

I) 松沢哲郎(2008)チンパンジーから見た世界 (新装

版)コレクション.認知科学12 pp.248東京大学出
版会 .

著香 (分担執筆)●

1) 伊村知子,友永雅己 (2008)視覚の系統発生:ヒト
以外の盃長籾の知詑発達との比較から.｢知覚･認

知の発達心理学入門｣ (山口ff実,金沢創編)

p.991112北大路苅田.
2) 松沢哲郎,市井正成,平井啓久 (2007)霊長類学-

の招待.r宣正長研進化の科学｣ (京都大学霊長類研
究所編)p.1-10京都大学学術出版会.

3) 白井述,伊村知子 (2008)空間祝の初期発達. ｢知

覚･認知の発達心理学入門｣(山口真美,金沢創編)

p.57-68北大拍手‡房.

4) 友永雅己 (2008)チンパンジーにおけるシンボル
の獲得.r脳科学と哲学の出会い 脳･生命･心｣(中
山剛史,坂上雅道編)p.58-81玉川大学出版部.

その他の執筆

1) ImuraT,ShiraiN,TomonagaM,YamaguchiMK,Yagi
A.(2007)AsymmetⅣOrtheperceptionofapproaching
orrecedingobjectsdefinedbymovlngCastShadows.

JapaneseJoumalorPsychonomicScience(基礎心理学

研究)25:267-268.
2) MatsunoT,TomonagaM.(2007)Globalandlocal
processingbychimpanzees(Pantroglo4vtes).Japanese

JoumalorPsychonomicScience(基礎心理学研究)25:
281_282.

3) UshitaniT,IrnuraT,TomonagaM.(2007)Object-based
attentioninchimpanzccs.JapaneseJoumalof

PsychonomicScience(2占磁心斑学研究)25:283-284.

4) 井上紗奈,松沢哲郎 (2007)ちびっこチンパンジー
(第61回)コンピュータ課腿と性周期のかかわり.

科学 77(1):32-33.

5) 狩野文治,田中正之,友永雅己 (2008)ちびっこチ

ンパンジー (第76回)記憶と惜臥 科学 78(4):
458-459.

6) 松沢哲郎 (2007)ちびっこチンパンジー (節62回)

グアノとティノと研究の30年.科学 77(2):
212-213.

7) 松沢哲郎 (2007)ちびっこチンパンジー (苅66回人

間とチンパンジーの子TFての迎い.科学77(6):
560-561.

8) 松沢哲郎 (2007)ちびっこチンパンジー (節70回)

チンパンジー･サンクチュアリ･宇土 科学77(10):
1074-1075.

9) 松沢哲郎 (2008)ちびっこチンパンジー(節74回)
直観像記憶と言語のトレードオフ仮説.科学

78(2):216-217.
10)松沢哲郎,大橋岳,キムバリー ･ホッキングス

(2007)ちびっこチンパンジー (第71回)パパイヤ

の贈り物.科学 77(ll):1194-1195.

ll)佐藤義明,林美里 (2007)ちびっこチンパンジー

(第65回)場所をめぐる駆け引き.科学 77(5):
528-529.

12)田中正之 (2007)ちびっこチンパンジー (節67回)

個性と才能.科学 77(7):684-685.

13)友永雅己 (2007)ちびっこチンパンジー (節68回)

今度こそ親離れの季節?科学 77(8):882-883.

14)友永雅己 (2007)ヒトとチンパンジーをつなぐもの､
分かつもの.京都大学21世紀coEプログラム｢生

物多様性研究の統合のための拠点形成｣紹介冊子

｢生物多様性研究-その魅力と楽しみ｣:71-72.

15)山本真也 (2008)ちびっこチンパンジー (第75回)

ただ乗りは許さない.科学 78(3):272-273.

16)吉川泰弘,倉島治,長谷川寿-,平井百樹,石田貴

文,松沢哲郎,早坂郁夫,落合知美 (2007)使って
みたい!バイオリソース大集合 :大型類人猿情報ネ

ットワーク.細胞工学 26(1):83-85.

学会発表
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1) GotoK,TomonagaM,ImuraT,WatanabeS.(2008)
Effectsofvisualcontextonodd-itemsearchdiffer

betweenbirdsandprimates.15也Annuallntemational
ConferenceonComparativeCognition(2008/03,
Florida,USA.).

2) ImuraT,TomonagaM.(2007)Visualsearchonthe
ground-likesurfacedefinedbytexturegradientsin
chimpanzees(Pantroglo4vtes)andhumanS(Homo
sapL'ens).VisionSciencesSociety2007AnnualMeeting
(2007/05,Sarasota,USA).

3) ImuraT,YamaguchiMK,KanazawaS,ShiraiN,
OtsukaY,TomonagaM,YagiA.(2007)Perceptionof
shapeBomshadingandlineJunctionsininfants.30th
EuropeanConferenceonVisualPerception(2007/08,
Arezzo,Italy).

4) KawakamiK,Takai-KawakamiT,KawakamiF,
TomonagaM,SuzukiM,ShimizuY.(2008)Rootsor
smile:Aprete- neonates'study.XVI山Intemational
ConferenceonInfantStudies(ICIS2008)(2008/03,
Vancouver,Canada).

5) KawakamiK,Takai-KawakamiT,KawakamiF,
TomonagaM.(2008)Developmentofsmilesand
laughterinyounginfants.XVIthIntemational

ConferePceonInfantStudies(ICIS2008)IRegular
Symposlum"Smilingandlaughterininfantsin
developmentalandcomparativeperspectives"(2008/03,
Vancouver,Canada).

6) MartinC,BiroD,MatsuzawaT.(2007)Anew

inleractiveexperimentalsetupf♭rchimpanzees.第 10

回 SAGAシンポジウム (2007/ll,東京).
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2) 松沢哲郎 (2007)ヒトとチンパンジーの速い-ゲノ
ム比較解析を中心に-.第27回日本医学総会

(2007/04,大阪).
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3)松沢即 巧(2007)チンパンジーの親から子で :『緑
の回廊』と 『サンクチュアリ』 節16回法然院夜

の森の故窮 (2007/05,京都).
4)松沢哲郎 (2007)チンパンジー研究からヒト赤ちゃ
ん研兜-.日本赤ちゃん学会節7回学術集会

(2007/06,大宮).
5)松沢特郎 (2007)チンパンジーの親子と教育.第34
回BMSコンファレンス (2007/07,鳥羽).

6)松沢竹郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.平成
19年悶気学会在業応用部門大会 (2007/08,大阪).

7)松沢哲郎 (2007)チンパンジーの知性,教守,文化.
名古屋大学池上研究会 (先端科学セミナー)

(2007/08,名古屋).
8)松沢哲郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.摂南
大学図書館文化講演会 (2007/ll,寝屋川).

9)松沢哲郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.節28
回全国クレーン安全大会 (2007/ll,名古屋).

10) 松沢哲郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.京
都文化会議 (2007/12,京都).

ll)松沢哲郎 (2008)チンパンジーの心 .一新適塾一節
1回 ｢脳と心の神秘に迫る｣ (2008/01,豊中).
12)松沢哲郎 (2008)比較認知科学 :チンパンジー研究
から人間の本性の進化的基盤を探る.名城大学 ｢比

較認知科学研究所｣開所特別記念講演 (2008/01,名
古屋).

13)松沢哲郎 (2008)チンパンジーの親子と文化 日本
発達心理学会節19回大会 (2008/03,大阪).
14)田中正之 (2007)こどもの育ち方 ～ヒトとチンパ
ンジーの同じところ､違うところ～.全国私立保育

園連盟青年会誌 (2007/11).
15)田中正之 (2008)幼児の成長発達 ～チンパンジー
研究からのヒント～.療育支援研修会 (第4回)愛

知県コロニー (2008/01,春日井)
16)友永雅己 (2007)心の進化と発達 -チンパンジー
とヒトの比較研究からわかること-.第15回｢進化
を語る会｣ (2007/09,京都).

17)友永雅己 (2007)チンパンジーにおける社会的認知
の知覚的基盤 一顔の認識を中心に-.東京大学21
世紀coE 『心とことばcoEセミナー』(2007/ll,
東京).

認知学習分野

正耐 BT93(教授),松井智子 (准教授),南雲純治 (技術職

負),久保 (川合)南梅子 (2008年8月まで学振特別研究
負),親川千紗子,木場礼子,平石博敏,山口智恵子,三

浦優生,福島美和,柏木亜井,浮田玲子, 伊藤祐康 (大

学院生),加藤朱美,班迫qu_千 (技術補佐員)

<研究概要>

All)言語習得の身体的基盤の駆知神経科学的研究

正誘引吉男,松非智子,三浦位生,柿木亜井,浮田玲子,

伊伸7IJ'1.,7卓

主に耶射iq迎氾位の計測をmいて,他肴の視線の方
向が対人知光に及ぼす効果や,会話における詣者の心

のうちの推測についての実験的研究を行い,学会発衣

と論文の形で報告した.

A-2)学習困難を持つ子どもの心理現題遂行時の脳内機

序の解明および支援プログラムの評価

正高信男,久保 (川合)南海子 (京都大学こころの未来

研究センター),平石博敏,福応美和,伊頗祐朗

京都大学こころの未来研究センターにおいて,学習

に困難を示す子どもたちを対射 こ嫉脊研究を行った.

学習に困難を伴う子どもたちのリテラシーに関する学

習を支援するための教材とカリキュラムを構成し,尖

施した.学習支援による脳機能の変化をNIRSを用いて
捉えることにより,本研究での学習支援の布川性と,早

習に困難を伴う子どもの脳の可塑性が明らかになった.

B)コミュニケーションにおける r心の理飴｣と社会的
認知の相互的発達の検証

松井智子,正高信男,三浦俺生

コミュニケーションの更新を取り入れた r心の理論｣

課題を用いて実験を行い,標qLl的訳信念課題ができな

い3歳児にも対人的な場両での信念の理解が可能であ
ることが明らかになった.

C)機能語の習得に見る ｢心の理論｣発達の研究

松井智子,三浦優生

コミュニケーションにおける他者の心の理解は,行 ･

為の背後にある他者の心の理解に先んじて発達すると

いう仮説をたて,実験を通して,3歳前後の児童がどの程

度 ｢ね｣｢かな｣｢よ｣などの終助詞の意味を理解できる
のかを検証している.誤信念課題にこれらの終助詞理

解を組み入れた実験をもちいて,日本語とドイツ語と

の比較を行った.

D)行動実験制御装置およびプログラムの開発
柄雲純治

突放用プログラムおよびユーティリティの作成を行

った.

E)聴覚梢報処理の左右差に関する行動学的研究

正甜 古刀,布田啓iht(流動部門多様性保全分野),Alban
Lemasson(レンヌ節一大学),親川千紗子,加藤朱美 (技
術補佐員)
盃長桁を対象に聴党処理に関わる-}糾tTJ優位性を行動
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